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はじめに

当クリニックでは、二年前より連絡ノートを導

入し、キーパーソンとなるご家族と連携が図

れるよう日々努めている。

今回、現在の連絡ノートの問題点、改善点

を明らかにし、今後の活用方法について検

討を行ったので報告する。



対象者 認知症などでコミュニケーションの
取りにくい患者様の、キーパーソン
となるご家族

アンケート対象者数 5名（回収率100％）
（患者内訳：男性4名、女性1名）

平均年齢(歳) 69.1±12.7

透析歴(年) 3.4±3.3 (0.2~9.9)

調査方法 アンケートによる選択回答方式

対象と方法

平均±標準偏差



[設問1]
連絡ノートは毎回チェックされていますか？

結果

はい

いいえ

はい
80%

いいえ
20%



[設問2]
連絡ノートのサイズはどうですか？

（記入する際、読む
際）

丁度良い

小さい

小さい
20%

丁度良い
80%



A-6 A-7

連絡ノートのサイズ変更



[設問3]
ノートがあることでクリニックに対しての要望等を
具体的に伝える手段となっていますか？

はい
100%

いいえ
0%

はい

いいえ



はい
60%

いいえ
40%

〔設問4-1〕
透析中の状態についての情報があったほうが良い
と思われますか？

はい

いいえ



検査結果について 3件

透析時の状態について 3件

内服、注射の変更について 2件

目標体重について 2件

その他 記述なし

〔設問4-2〕
その際、どんな情報があれば良いと思われますか？

(重複可)



[設問5]
今後ノートへの記入を毎回お願いするようになった
場合、記述は難しいですか？

はい
0%

いいえ
100%

はい

いいえ



連絡ノートが患者様家族とのコミュニケーション

ツールとして、有効な手段となっていた。

透析中の情報や、より詳細な治療内容の記載を

希望されていることが明らかとなった。

今後は、円滑な情報交換が可能な連絡ノートにし

ていくことで、より一層の連携を深めていきたい。

考察



家族との連携の一手段として

連絡ノートの活用、情報交換の

重要性を知る良い機会となった。

おわりに



連絡ノート導入時の一例



現在使用中の連絡ノート 例1



現在使用中の連絡ノート 例2



家族、訪問看護の方との連絡ノートの一例


